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わ た し ま ちの し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問

菊
地　

時
子

渡
辺　

優
子

平
政
・
公
明
党
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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
爆
発
を
抑
え
る
た
め
、
感
染
者
の

把
握
や
保
護
の
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
ど
こ
で
も
実
施
さ
れ

る
べ
き
。
県
内
で
も
検
査
拡
充
と
費
用
助
成
を
実
施
す
る
自

治
体
が
あ
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

　
　

感
染
が
疑
わ
れ
る
方
へ
の
検
査
費
用
は
、
基
本
的
に
公

費
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
無
症
状
者
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ

い
て
、
能
代
市
山
本
郡
医
師
会
か
ら
は
、
定
期
的
な
検
査
が

必
要
で
あ
り
、
効
果
は
薄
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
ほ
か
、
能

代
山
本
地
域
に
お
い
て
、
無
症
状
者
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実

施
す
る
と
し
て
い
る
機
関
は
な
い
こ
と
か
ら
、
無
症
状
者
に

対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
費
用
助
成
等
は
考
え
て
い
な
い
。

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
を
見
直
す
考
え
は

質　

国
か
ら
お
む
つ
な
ど
の
介
護
用
品
支
給
事
業
に
つ
い
て

廃
止
、
縮
小
に
向
け
た
検
討
を
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
誰
も

が
必
要
と
す
る
場
合
は
給
付
さ
れ
る
制
度
に
な
る
よ
う
、
医

療
や
介
護
の
総
合
的
な
立
場
で
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　

本
事
業
は
、
介
護
保
険
の
交
付
金
を
活
用
し
て
い
る
が
、

国
か
ら
廃
止
・
縮
小
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
よ
う
示
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
来
年
度
以
降
、
本
交
付
金
に
定
め
ら
れ
て

い
る
上
限
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
付
金
の

活
用
は
難
し
く
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
助
成
と
す
る
こ
と
も
難

し
い
と
考
え
る
が
、
低
所
得
者
や
、
排
尿
・
排
便
に
介
助
の

必
要
な
方
に
対
し
て
は
、
必
要
な
事
業
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
街
路
樹
の
落
ち
葉
を
清
掃
す
る
市
民
の
負
担
軽
減

新
婚
さ
ん
応
援
事
業

　
　

結
婚
に
伴
う
新
居
へ
の
引
っ
越
し
費
用
や
家
賃
な
ど
を

国
と
自
治
体
で
30
万
円
補
助
す
る「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」。

国
は
来
年
度
、
上
限
を
60
万
円
に
す
る
。
経
済
的
理
由
で
結

婚
に
踏
み
出
せ
な
い
若
者
の
た
め
、
導
入
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
　

市
で
は
、
結
婚
に
関
連
す
る
支
援
と
し
て
、
出
会
い
創

出
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
団
体
等
へ
の
補
助
、
あ
き
た
結
婚

支
援
セ
ン
タ
ー
会
員
登
録
料
の
助
成
、
関
連
す
る
情
報
発
信

の
ほ
か
、
昨
年
度
は
結
婚
祝
い
金
制
度
を
設
け
、
１
組
当
た

り
５
万
円
を
交
付
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
各
種
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
等
か
ら
、
ま
ず
は
結
婚
に
至
る
前
の
出
会
い

支
援
等
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
民
で
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
・
ヨ
ル
ダ
ン
国
歌
を

　
　

能
代
市
は
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
ヨ

ル
ダ
ン
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
な
り
、
開
催
後
も
交
流
を
続
け

る
。
「
ヨ
ル
ダ
ン
の
日
」
を
制
定
し
、
市
民
全
員
で
ヨ
ル
ダ

ン
国
歌
を
覚
え
、
最
高
の
お
も
て
な
し
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

ヨ
ル
ダ
ン
の
日
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
駐
日
ヨ
ル
ダ
ン

大
使
の
意
向
も
あ
り
、
協
定
締
結
日
の
12
月
19
日
を
記
念
日

と
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
今
後
大
使
館
と
も
協
議
し
な
が
ら
、

検
討
し
て
い
く
。
ヨ
ル
ダ
ン
の
国
歌
を
覚
え
、
歌
え
る
こ
と

は
、
最
高
の
お
も
て
な
し
の
一
つ
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
市

民
が
ヨ
ル
ダ
ン
国
歌
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
り
、
親
し
み
を

感
じ
ら
れ
る
取
組
を
進
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
助
成
事
業
の
拡
充

○
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
員
の
制
度
化

北
高
跡
地
を
民
間
事
業
者
に
開
放
す
る
考
え
は

　
　

北
高
跡
地
は
、
中
心
市
街
地
の
中
で
も
、
利
便
性
の
高

い
場
所
で
あ
る
。
イ
オ
ン
出
店
が
間
近
に
迫
り
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
を
行
う
た
め
、
民
間
事
業
者
に
開
放
し
、
知
恵

を
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　

北
高
跡
地
は
、
能
代
駅
前
に
位
置
す
る
利
便
性
の
高
い

公
共
用
地
で
あ
り
、
そ
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
も
関
わ
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
、
利
活
用
の
具
体
化
を
進
め
て
い
く
中
で
、
効

果
的
な
民
間
活
力
の
導
入
等
も
含
め
、
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
は
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に
な
る
と

考
え
て
い
る
の
か
。
市
民
は
ど
の
よ
う
な
利
益
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。

　
　

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
よ
り
、
地
域
経
済
と
産
業

の
活
性
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
に
よ
る
安
心
な
生
活
、
様
々

な
取
組
が
生
ま
れ
る
先
進
地
を
目
指
し
て
い
る
。
市
民
へ
の

恩
恵
と
し
て
、
風
力
発
電
設
備
の
建
設
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

港
湾
整
備
等
に
係
る
経
済
波
及
効
果
と
雇
用
の
創
出
、
非
常

時
の
電
源
確
保
、
早
期
の
水
素
社
会
の
実
現
、
市
民
フ
ァ
ン

ド
の
導
入
に
よ
る
市
民
へ
の
還
元
等
が
期
待
で
き
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
北
高
跡
地
の
現
在
の
検
討
状
況

○
地
球
温
暖
化
等
に
市
が
担
う
役
割
は

畠　

貞
一
郎
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）
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